
　傍聴を終え、町の防災の取り組みについて正直なところ、町全体としての危機
感がまだ十分ではないと感じました。熊本地震、人吉豪雨、線状降水帯による
豪雨など、九州では災害がいつ発生してもおかしくない中、私は「過去の災害と
同じ失敗を繰り返してはならない」と強く思っています。平時にできる準備こそ
迅速に進めていくべきではないでしょうか。
　災害分野における先進技術の導入や災害DⅩの推進、平時からの教育・訓練
についても質問があった通り「ＡＡＲサイクル」という新しい視点で進めてほしい
と考えます。町内にはドローンだけでも様々な知識
経験をもつ事業者がおり、町全体で平時から備える
体制をつくることが可能です。地域の力を結集し、
災害に強い町をともに目指してほしいと思います。
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議 会 を 　 　 の 生 の 声観 て
6月定例会の傍聴者数のべ77人、ライブ配信再生回数1,024回  録画配信再生回数331回 (8/19時点)  

町の防災減災 DXの進化に期待します

議場って、こんなに面白いところだったのか
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（美咲野）
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編 集 後 記
次回定例会は

9月2日(水)開催予定
（日 程 は変 更になる場 合 が あります）
日程　9月2日（水）～18日（金）（予定）
会場　庁舎　４階　議場

議会広報編集特別委員会
編　　   集：(委員長）大村 裕一郎  （副委員長）清原 さおり
 　 （委　員）三宮 美香/村山 龍一/中山 直之
発行責任者：(議　長）坂本 典光

　令和8年熊本地震、犠牲となられた方々に哀悼の

意を表しますとともに被災された皆さまにお見舞いを

申し上げます。

　大津町でも地震により大きな影響がございました。

　広報委員会としては地震からの復旧はもとより住

民の皆さまの生活を第一に、今後もより一層適切な

情報発信に努めて参ります。　　　 （大村裕一郎） 

　正直、議会なんて退屈そうだと思ってたんですが、傍聴してみたら、とても面
白かった！
　町長や議員が、私たちの暮らしに直結することを、真剣にやり取りしている。
文化・スポーツの支援制度についても質問が出て、「なぜ今ないのか」「どうすれ
ば作れるのか」という議論が目の前で熱いバトルが展開されました。
　答弁を聞きながら、「あ、こういう壁があるんだ」「ほほう！そういう考え方なんだ」
と、広報やニュースでは絶対に見れない白熱した内容！
　予約不要で入れます。ぜひ一度、生の議会を体験してみてはどうでしょうか？

8月5日開催 ジュニアリーダー夢議会
（広報おおづ9月号にも掲載）

8月5日開催 ジュニアリーダー夢議会
（広報おおづ9月号にも掲載）



　６月定例会は、６月３日から１６日の１４日間の会期で開催され、町長提案の専決処分による条例の承認２件、専
決処分による令和７年度補正予算の承認２件、条例の改正３件、補正予算６件、最終日に追加された動産の購入２件、

補正予算１件、契約の締結１件、委員の任命や選任１４件、諮問３件の計３4件が審議され、
可決されました。

　また、一般会計では約１億６千万円が増額補正され
合計２０１億５,５９１万円となりました。
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議員の賛否を公開します

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否の分かれた議案のみ掲載しています。
■賛否表　　○は（賛成）　　●は（反対）　　棄は（棄権）　　欠は（欠席）
　その他の議案については議会ホームページをご覧ください。
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専決処分を報告し承認を求めることについて（大津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

大津町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

令和８年度大津町一般会計補正予算（第１号）について

令和８年度大津町介護保険特別会計補正予算（第１号）について

一般会計補正内容（抜粋）

※上に挙げた予算以外にも特別会計含めさまざまな事業予算が上程され可決となりました。

■児童館を改修し、安心安全に利用していただくために

■農業の発展のために

■都市対抗野球全国大会出場
　町民応援団を派遣します

・児童館改修工事監理業務委託 ・・・・・・・・・・・・ ５７５万円
・児童館改修設計単価見直業務委託・・・・・・・・・・・　５２万円
・児童館改修工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・１億２,０４０万円

・世代交代・初期投資促進事業補助金・・・５６２万円
・経営発展支援事業補助金・・・・・・・・・・・・・５４５万円

・都市対抗野球応援団派遣事業補助金・・・１,６０１万円

23 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ
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議員の視点
議員が議案や予算について質疑した内容の一部をお知らせします。
町政をよりよくするための議員の視点をご覧ください。

議員は、町民の代表をして、
町の予算や条例などが適切かどうかを
確認し、町政に提言しています。

議員の役割とは？

ハザード区域の減税特例制限の
影響は。

町民の皆さんの生命、安全を守る
ための制度改正である。
減収分については精査中。 

ふるさと納税、予算現額では、
委託料が寄付額の50%を超えて
見える。経費率の算定根拠を
確認したい。 

予算現額には、経費率の算定対象と
ならない経費なども含まれている。
算定上の経費率は50%を超えて
おらず、後日資料を配布する。 

今回の補正予算は、町の基金運用
方針などがあり行ったのか。

基金運用方針に基づき、関係機関と
協議を経て補正予算を実施。 

給食費の明確な積算根拠は国に
伝わっているか。米飯炊飯委託を
含めた単価の報道はあたかも国補助
が足りぬとの印象を受けるが。

食材費に不足はない。保護者には
安心をアピールし、 国に実態調査等を
定期的に報告する中、更なる補助を
しっかりと働きかけていきたい。

給食費負担軽減補助金の対象者に
ついて経済的な支援に加え、不登校
児童の居場所づくりや社会参加への
支援も必要ではないか。

補助金の対象は30日以上連続して
欠席している児童である。
教育支援センターでは、給食を
きっかけに登校を促す取り組みを
行っている。

承認第４号 専決処分を報告し承認を求めることについて
（令和７年度大津町一般会計補正予算（第９号））

議案第４2～44号 公営企業会計補正予算について

議案第４８号 令和８年度 大津町一般会計補正予算（第２号）について

承認第３号 専決処分を報告し承認を求めることについて
（大津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

議案第３９号 令和８年度 大津町一般会計補正予算（第１号）について

東京ドームで町のパンフレット配布や、
球場内での動画放映を予定している。
九州予選についても、動画なども
活用して、町のPRを積極的に実施
していく。

都市対抗野球大会ではどのような
町のPRをおこなうのか。また、
今年の九州予選は県内で開催
されたが、町のPRをおこなうべき
ではなかったか。
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村山 龍一
議員

むら やま りゅういち

佐藤 真二
議員

さ  とう  しん  じ

岩下 啓史
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質問 答弁

質問 答弁

質問 答弁

質問 答弁

質問 答弁

質問 答弁

質問 答弁

課税限度額の引き上げにより、
負担が増える世帯はあるのか。 

約18世帯が減少する見込み。 
税収では約670万円の増額見込み。 

・  提出された資料により

　算定内容が確認された

論点ポイント

論点ポイント

論点ポイント

論点ポイント

・  国への実態報告を継続し、
　さらなる補助の確保に
　取り組む。

・ 基金運用方針に基づき、
　関係機関と協議を経て
　補正予算を実施。

・ 動画なども活用して
　町の PRを積極的に
　実施していく。

論点ポイント
・  ハザード区域の
　減税特例を見直し、
　公平性の確保と
　財政健全化を図る。

町議会HPはこちら
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補正予算１件、契約の締結１件、委員の任命や選任１４件、諮問３件の計３4件が審議され、
可決されました。

　また、一般会計では約１億６千万円が増額補正され
合計２０１億５,５９１万円となりました。
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専決処分を報告し承認を求めることについて（大津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
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※上に挙げた予算以外にも特別会計含めさまざまな事業予算が上程され可決となりました。

■児童館を改修し、安心安全に利用していただくために

■農業の発展のために

■都市対抗野球全国大会出場
　町民応援団を派遣します
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・世代交代・初期投資促進事業補助金・・・５６２万円
・経営発展支援事業補助金・・・・・・・・・・・・・５４５万円

・都市対抗野球応援団派遣事業補助金・・・１,６０１万円
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議員の視点
議員が議案や予算について質疑した内容の一部をお知らせします。
町政をよりよくするための議員の視点をご覧ください。

議員は、町民の代表をして、
町の予算や条例などが適切かどうかを
確認し、町政に提言しています。

議員の役割とは？

ハザード区域の減税特例制限の
影響は。

町民の皆さんの生命、安全を守る
ための制度改正である。
減収分については精査中。 

ふるさと納税、予算現額では、
委託料が寄付額の50%を超えて
見える。経費率の算定根拠を
確認したい。 

予算現額には、経費率の算定対象と
ならない経費なども含まれている。
算定上の経費率は50%を超えて
おらず、後日資料を配布する。 

今回の補正予算は、町の基金運用
方針などがあり行ったのか。

基金運用方針に基づき、関係機関と
協議を経て補正予算を実施。 

給食費の明確な積算根拠は国に
伝わっているか。米飯炊飯委託を
含めた単価の報道はあたかも国補助
が足りぬとの印象を受けるが。

食材費に不足はない。保護者には
安心をアピールし、 国に実態調査等を
定期的に報告する中、更なる補助を
しっかりと働きかけていきたい。

給食費負担軽減補助金の対象者に
ついて経済的な支援に加え、不登校
児童の居場所づくりや社会参加への
支援も必要ではないか。

補助金の対象は30日以上連続して
欠席している児童である。
教育支援センターでは、給食を
きっかけに登校を促す取り組みを
行っている。

承認第４号 専決処分を報告し承認を求めることについて
（令和７年度大津町一般会計補正予算（第９号））

議案第４2～44号 公営企業会計補正予算について

議案第４８号 令和８年度 大津町一般会計補正予算（第２号）について

承認第３号 専決処分を報告し承認を求めることについて
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負担が増える世帯はあるのか。 

約18世帯が減少する見込み。 
税収では約670万円の増額見込み。 

・  提出された資料により

　算定内容が確認された
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論点ポイント
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論点ポイント

・  国への実態報告を継続し、
　さらなる補助の確保に
　取り組む。

・ 基金運用方針に基づき、
　関係機関と協議を経て
　補正予算を実施。

・ 動画なども活用して
　町の PRを積極的に
　実施していく。
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町議会HPはこちら



QA 　
　
外
部
人
材
の
成
果
だ
け
で
な

く
、
地
域
住
民
や
関
係
団
体
が
無

償
で
続
け
て
き
た
「
ま
ち
づ
く
り

活
動
」
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の

か
。　

　地
域
住
民
や
関
係
団
体
の
長

年
の
活
動
と
成
果
は
十
分
認
識
し

て
お
り
、
今
後
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン

の
中
で
生
か
し
て
い
く
。

認
定
農
業
者

　補
助
取
得
へ
の
支
援

有
価
証
券
運
用
益
で

　料
金
値
上
げ
幅
を
抑
制

QA 　
　
公
共
下
水
道
な
ど
と
工
業

用
水
道
の
２
億
円
を
運
用
し
て

得
た
利
益
は
、
将
来
の
使
用
料

の
値
上
げ
幅
を
抑
え
る
た
め
に

使
わ
れ
る
の
か
。
　

　
　運
用
で
得
た
利
益
を
経
費

に
充
て
る
こ
と
で
、
そ
の
分
、

使
用
料
の
値
上
げ
幅
を
小
さ
く

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
活
動
を
ど
う
評
価

QA 　
　
認
定
農
業
者
に
な
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
認
定
要
件

や
申
請
手
続
き
は
ど
ん
な
内
容

か
。　

　認
定
農
業
者
と
な
る
こ
と
で

国
補
助
事
業
の
申
請
が
可
能
と
な

る
な
ど
、
認
定
の
メ
リ
ッ
ト
周
知

に
努
め
る
。
さ
ら
に
認
定
に
向
け

て
県
や
関
係
団
体
と
連
携
し
た
事

前
相
談
を
実
施
す
る
な
ど
認
定
に

向
け
た
支
援
を
し
て
い
く
。

経済建設
委員会
レポート

くらしと産業の土台を創る

ふれあい散歩道繁栄会の活動

　
　今
回
の
改
修
は
施
設
の
安
全

性
や
快
適
性
を
確
保
す
る
た
め
の

大
規
模
改
修
な
の
で
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
計
画
を
し
て
い
な

い
。
今
後
、
安
全
安
心
の
確
保
の

た
め
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。
ま
た
、
令
和
6
年
度
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
た
が
今

回
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
　施
設
は
老
朽
化
し
て
お

り
、
外
観
や
内
部
に
冷
た
い
印
象

を
受
け
た
。
木
材
を
活
用
す
る
な

ど
「
木
育
」
の
視
点
を
取
り
入

れ
、
親
し
み
や
す
い
空
間
づ
く
り

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。     

　
　現
在
の
入
居
者
数
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
今
後
、
宿
舎
の
利

用
状
況
や
周
辺
の
交
通
状
況
に
つ

い
て
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
安

全
面
の
配
慮
を
相
手
方
に
も
伝
え

て
い
く
。

　
　
　普
通
財
産
貸
付
収
入
と
し

て
年
間
１
，
２
０
０
万
円
ほ
ど
の

収
入
が
あ
る
。
周
辺
地
域
で
は
交

通
量
増
加
の
課
題
も
あ
る
の
で
、

そ
の
財
源
を
活
用
し
た
道
路
整
備

な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。

45

QA 　
　
今
回
の
工
事
に
あ
わ
せ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
施
設
な
の

で
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討

し
た
の
か
。
ま
た
、
利
用
者
の
意

見
や
要
望
を
聞
い
た
の
か
。

QA 　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

成
果
を
測
る
た
め
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
や
投
稿
頻
度
な
ど
の
具
体
的
な

数
値
目
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
は
設
定
さ

れ
て
い
る
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
の

成
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

町
有
地
の
貸
付
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

児
童
館
の
工
事
内
容
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

QA 　
　
貸
付
場
所
は
事
業
所
の
宿
舎

で
あ
る
が
、
現
在
ど
れ
ぐ
ら
い
の

人
が
居
住
し
て
い
る
の
か
。
周
辺

は
通
学
路
で
も
あ
る
の
で
、
貸
付

先
に
は
安
全
面
の
配
慮
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

　
　イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
は
現
在
約 

2
，
7
0
0

人
で
、
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
数
は
、
総
合

振
興
計
画
の
中
で
目
標
数
値
を

1
3
，0
0
0
人
と
掲
げ
て
い
る
。

　
　
　予
算
の
有
効
性
を
審
議
す

る
た
め
に
も
、
広
報
戦
略
に
基
づ

い
た
具
体
的
な
数
値
目
標
を
職
員

や
隊
員
に
提
示
し
、
成
果
を
明
確

に
す
べ
き
で
あ
る
。

意
見

意
見

意
見

総務
委員会
レポート

町の安心と運営を支える

老人ホーム跡地

町公式インスタグラム町ホームページより

児 童 館

児童館を改修し、もっと
利用してもらう施設を目指す

じ　どう かん　　かいしゅう

り　よう　　　　　　　　　  し  せつ　      め   ざ

ち　 いき　　　　み　 らい　　　   む

地域の未来に向けて
定
例
会
総
括
　  

議
員
の
視
点
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　  委
員
会
報
告
　    

政
策
提
言
　     

一
般
質
問
　   

一
般
質
問
の
行
方      

傍
聴
の
仕
方
　    

尚
絅
大
学

定
例
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総
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員
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員
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小規模保育所イメージ

　
　国
の
考
え
方
と
し
て
、
３
歳

以
上
の
保
育
は一
定
の
集
団
の
中
で

行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
満
３
歳
以
上
の
み
の
小
規

模
保
育
基
準
は
な
かっ
た
。

　一方
で
、
国
家
戦
略
特
区
に
お
い

て
、
満
３
歳
以
上
限
定
小
規
模
保

育
所
を
国
が
認
め
て
実
施
し
て
お

り
、
そ
れ
が
こ
の
た
び
全
国
展
開

さ
れ
た
も
の
。

　集
団
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
苦

手
な
子
ど
も
の
受
け
皿
、
ま
た
、

保
育
の
選
択
肢
を
広
げ
る
観
点
か

ら
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

QA 　
　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
シ

ス
テ
ム
改
修
事
業
委
託
は
、
処
遇

改
善
加
算
制
度
改
正
に
よ
る
従
事

者
の
賃
上
げ
に
関
わ
る
シ
ス
テ
ム

改
修
な
の
か
。

　
　国
の
制
度
改
正
に
伴
い
、
処

遇
改
善
加
算
の
拡
充
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管
理
や
請
求

関
連
処
理
な
ど
の
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テ
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を
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す
る
も
の
。
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遇
改
善
加
算
は
、
従
事
者
の

賃
金
改
善
を
目
的
と
し
た
も
の
に
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る
。

満
３
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以
上
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模
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の
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よ
う
に
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る
が
、
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の
背
景
は
何
か
。

QA 　
　
今
回
、
中
学
校
部
活
動
の
地

域
展
開
で
大
き
く
制
度
が
変
わ
る

が
、
保
護
者
や
新
た
に
指
導
者
の

責
任
の
所
在
が
変
わ
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
場
合
は
、
教
育
委
員

会
が
責
任
を
持
つ
の
か
、
委
託
先

が
持
つ
の
か
。
ま
た
、
保
護
者
や

指
導
者
に
も
説
明
を
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　責
任
の
所
在
に
つ
い
て
は
、

契
約
や
協
定
の
中
に
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す
る
と

と
も
に
、
地
域
展
開
を
行
う
部
活

動
の
保
護
者
や
指
導
者
へ
、
し
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り
と
し
た
説
明
を
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て
い
き
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い
と
考
え
て
い
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　専門家を活用して観光を盛り上げることには賛成です。
　しかし、これまで地域で活動してきた人たちとの役割分担や、
何をもって「成果があった」とするのかが、はっきりしていません
でした。
　そこで議会は、事業をより良いものにするために、町に５つの
ことを求めました。

 全員賛成にて可決

経済建設委員会報告
議案第39号 令和8年度大津町一般会計補正予算に対する

附 帯 決 議

この事業に賛成したが「この点に気を付けて進めて
ほしい」という条件を付けること

なぜ、附帯決議を出したの？

「附帯決議｣とは

発　委
第2号

この事業の目的や役割をはっきりさせること

専門家がいなくなった後も地域で続けられる仕組みを作ること

地域で活動する人たちの意見を十分に聞くこと

観光客数や宿泊者数などの目標を決めて効果を確認すること

事業の進み具合を議会へ報告すること4
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　大
津
町
中
央
公
園
は
整

備
さ
れ
て
以
来
、
日
常
の
憩

い
の
場
と
同
時
に
災
害
時
に

は
避
難
場
所
や
物
資
な
ど
の

中
継
基
地
機
能
を
持
つ
重
要

な
防
災
拠
点
と
位
置
付
け
て

い
る
。

　設
備
を
設
置
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
災
害
時
の
活
用
を

念
頭
に
平
時
か
ら
職
員
や
地

域
の
皆
さ
ま
が
実
際
に
触
れ
、

使
い
方
を
確
認
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
　

　今
後
、
段
階
的
に
取
扱
い

要
領
を
得
る
機
会
創
り
を
進

め
、
イ
ベン
ト
な
ど
に
お
い
て

も
主
催
者
や
関
係
団
体
と
協

議
し
安
全
に
体
験
啓
発
を
行

い
、
必
要
な
修
繕
な
ど
も
含

め
活
用
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
東
日
本
大
震
災
以
降
、

全
国
的
に
防
災
公
園
整
備
の

機
運
が
高
ま
り
、
本
町
に
お

い
て
も
大
津
町
中
央
公
園

が
、
平
成
23
年
に
世
代
間
を

超
え
た
町
民
の
交
流
の
憩
い

の
場
と
防
災
機
能
を
両
立
し

た
施
設
を
持
つ
防
災
都
市
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

　
特
に
か
ま
ど
ベ
ン
チ
は
増

設
も
さ
れ
、
平
常
時
は
普
通

の
ベ
ン
チ
と
し
て
、
災
害
時

は
安
全
で
十
分
な
火
力
を
運

用
し
、
炊
き
出
し
な
ど
が
行

え
る
。
し
か
し
十
分
に
利
活

用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。

　
防
災
訓
練
で
は
取
扱
い
要

領
を
研
修
す
る
訓
練
を
行
い

習
熟
し
、
他
市
町
の
よ
う
に

中
央
公
園
で
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
啓
発
活
動
す
る
考
え
は

な
い
か
。

かまどベンチの活用で訓練、イベント創出を
段階的に機会を創り、官民連携で取り組む

時松　智弘議員
ときまつ　ともひろ

Q

A

その他の質問
・防災での先進技術の活用について
・下水道の汚水中継ポンプの防災と不明水問題の対策は
・ ＡＡＲ（アフターアクションレビュー )について

　先進地、大阪府摂津市の商工会青年部かまどベンチ体験イベント

町政を問う 6月定例会
一 般 質 問
一般質問に16人中15人が登壇

町のさまざまな問題・課題について、議員が町に考えを質すのが一般質問です。議員は政策提言も
含め、質問することができます。ここでは、質問した議員ごとに一項目を要約してお知らせします。
一般質問のライブ・録画配信は行っています。
※一般質問の記事に関しましては、各自が編集したものを掲載しています。

録画配信は顔写真横の二次元バーコードからご覧になれます。
ただ
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審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

̶ 経済建設常任委員会が町へ政策提言 ̶
　資材価格の高騰や供給不安は、建設業・農業・商工業をはじめ、町内の幅広い
産業に影響を及ぼしています。経済建設常任委員会では、町内事業者から寄せられ
る「仕入れ価格が読めない」「必要な資材が予定どおり届かない」といった切実な
声や、住民生活への影響を踏まえ、町に対して実態把握、相談体制の強化、国・
県との連携による支援策の実施を求めました。

町へ求めた主な対策

今後も現場の声を町政へ

　中東情勢の緊迫化などを背景に、建設資材、農業資材、燃料、原材料などの価格上昇や供給不安が続いています。町内でも、
仕入れ価格の上昇に加え、納期の遅れ、見積額の変動、輸送費の増加などが重なり、事業計画を立てにくい状況が生じています。
こうした影響が長期化すれば、公共工事、農業生産、地域商工業、さらには給食や福祉サービスなど、住民生活に身近な分
野へも波及するおそれがあります。

　断熱材・防水材・設備機器などで
供給遅延や価格変動が発生していま
す。資材の確保が遅れれば、工期の
延長や入札不調につながる可能性が
あり、公共工事や町内建設業者の経
営にも影響が懸念されます。

　肥料、農薬、燃料、飼料、農業用
資材などの価格上昇により、生産コ
ストが増加しています。販売価格に
十分反映できない場合、農家の所得
低下や作付け判断への影響も心配さ
れます。

　輸送コストや原材料費、電気・
燃料費の上昇が続き、仕入れや製
造、販売の各段階で負担が増えて
います。価格転嫁が難しい事業者
では、利益率の低下や資金繰りの
悪化が懸念されます。

委員会の考え 　物価高騰や供給不安は、一部の業種だけの問題ではなく、地域経済と住民生活を
支える基盤に関わる課題です。事業者の自助努力だけに頼るのではなく、町が現場
の状況を把握し、国・県・関係団体と連携して早期に支援策を講じる必要があります。

国・県への要望

主な対策 内　　　　容

資材不足、納期遅延、価格変動などの実態を町として把握し、国・県に対して安
定供給と実効性ある支援策を要望する。

公共工事等で資材確保が困難な場合、工期延長、設計変更、契約金額の見直しな
どを柔軟かつ迅速に行う。

利子補給制度やセーフティネット資金などを町内事業者が活用しやすいよう、制度
周知、申請支援、相談対応を強化する。

商工会、建設組合、農業関係団体などと連携し、相談先を一元的に案内できる体
制を整える。

ごみ袋など生活に欠かせない物資を前倒しで調達し、委託業者の燃料・資材状況
を確認しながら、買い占め防止の広報を行う。

給食費、福祉施設、公共サービスなどへの影響を全庁的に把握し、必要な分野に
横断的な対策を進める。

公共工事の対応

事業者支援

相談窓口

生活物資・広報

暮らしへの影響把握

経済建設常任委員会では、町内事業者や住民の皆さまの声を丁寧に受け止め、影響が大きい
分野を継続して確認しながら、地域経済と日々の暮らしを守るため、必要な対策を町へ提言
していきます。

背景と影響

建 設 農 業 商工業
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い
方
を
確
認
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
　

　今
後
、
段
階
的
に
取
扱
い

要
領
を
得
る
機
会
創
り
を
進

め
、
イ
ベン
ト
な
ど
に
お
い
て

も
主
催
者
や
関
係
団
体
と
協

議
し
安
全
に
体
験
啓
発
を
行

い
、
必
要
な
修
繕
な
ど
も
含

め
活
用
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
東
日
本
大
震
災
以
降
、

全
国
的
に
防
災
公
園
整
備
の

機
運
が
高
ま
り
、
本
町
に
お

い
て
も
大
津
町
中
央
公
園

が
、
平
成
23
年
に
世
代
間
を

超
え
た
町
民
の
交
流
の
憩
い

の
場
と
防
災
機
能
を
両
立
し

た
施
設
を
持
つ
防
災
都
市
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

　
特
に
か
ま
ど
ベ
ン
チ
は
増

設
も
さ
れ
、
平
常
時
は
普
通

の
ベ
ン
チ
と
し
て
、
災
害
時

は
安
全
で
十
分
な
火
力
を
運

用
し
、
炊
き
出
し
な
ど
が
行

え
る
。
し
か
し
十
分
に
利
活

用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。

　
防
災
訓
練
で
は
取
扱
い
要

領
を
研
修
す
る
訓
練
を
行
い

習
熟
し
、
他
市
町
の
よ
う
に

中
央
公
園
で
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
啓
発
活
動
す
る
考
え
は

な
い
か
。

かまどベンチの活用で訓練、イベント創出を
段階的に機会を創り、官民連携で取り組む

時松　智弘議員
ときまつ　ともひろ

Q

A

その他の質問
・防災での先進技術の活用について
・下水道の汚水中継ポンプの防災と不明水問題の対策は
・ ＡＡＲ（アフターアクションレビュー )について

　先進地、大阪府摂津市の商工会青年部かまどベンチ体験イベント

町政を問う 6月定例会
一 般 質 問
一般質問に16人中15人が登壇

町のさまざまな問題・課題について、議員が町に考えを質すのが一般質問です。議員は政策提言も
含め、質問することができます。ここでは、質問した議員ごとに一項目を要約してお知らせします。
一般質問のライブ・録画配信は行っています。
※一般質問の記事に関しましては、各自が編集したものを掲載しています。

録画配信は顔写真横の二次元バーコードからご覧になれます。
ただ

89 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

̶ 経済建設常任委員会が町へ政策提言 ̶
　資材価格の高騰や供給不安は、建設業・農業・商工業をはじめ、町内の幅広い
産業に影響を及ぼしています。経済建設常任委員会では、町内事業者から寄せられ
る「仕入れ価格が読めない」「必要な資材が予定どおり届かない」といった切実な
声や、住民生活への影響を踏まえ、町に対して実態把握、相談体制の強化、国・
県との連携による支援策の実施を求めました。

町へ求めた主な対策

今後も現場の声を町政へ

　中東情勢の緊迫化などを背景に、建設資材、農業資材、燃料、原材料などの価格上昇や供給不安が続いています。町内でも、
仕入れ価格の上昇に加え、納期の遅れ、見積額の変動、輸送費の増加などが重なり、事業計画を立てにくい状況が生じています。
こうした影響が長期化すれば、公共工事、農業生産、地域商工業、さらには給食や福祉サービスなど、住民生活に身近な分
野へも波及するおそれがあります。

　断熱材・防水材・設備機器などで
供給遅延や価格変動が発生していま
す。資材の確保が遅れれば、工期の
延長や入札不調につながる可能性が
あり、公共工事や町内建設業者の経
営にも影響が懸念されます。

　肥料、農薬、燃料、飼料、農業用
資材などの価格上昇により、生産コ
ストが増加しています。販売価格に
十分反映できない場合、農家の所得
低下や作付け判断への影響も心配さ
れます。

　輸送コストや原材料費、電気・
燃料費の上昇が続き、仕入れや製
造、販売の各段階で負担が増えて
います。価格転嫁が難しい事業者
では、利益率の低下や資金繰りの
悪化が懸念されます。

委員会の考え 　物価高騰や供給不安は、一部の業種だけの問題ではなく、地域経済と住民生活を
支える基盤に関わる課題です。事業者の自助努力だけに頼るのではなく、町が現場
の状況を把握し、国・県・関係団体と連携して早期に支援策を講じる必要があります。

国・県への要望

主な対策 内　　　　容

資材不足、納期遅延、価格変動などの実態を町として把握し、国・県に対して安
定供給と実効性ある支援策を要望する。

公共工事等で資材確保が困難な場合、工期延長、設計変更、契約金額の見直しな
どを柔軟かつ迅速に行う。

利子補給制度やセーフティネット資金などを町内事業者が活用しやすいよう、制度
周知、申請支援、相談対応を強化する。

商工会、建設組合、農業関係団体などと連携し、相談先を一元的に案内できる体
制を整える。

ごみ袋など生活に欠かせない物資を前倒しで調達し、委託業者の燃料・資材状況
を確認しながら、買い占め防止の広報を行う。

給食費、福祉施設、公共サービスなどへの影響を全庁的に把握し、必要な分野に
横断的な対策を進める。

公共工事の対応

事業者支援

相談窓口

生活物資・広報

暮らしへの影響把握

経済建設常任委員会では、町内事業者や住民の皆さまの声を丁寧に受け止め、影響が大きい
分野を継続して確認しながら、地域経済と日々の暮らしを守るため、必要な対策を町へ提言
していきます。

背景と影響

建 設 農 業 商工業
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学



生涯学習センター東側道路

　
　あ
け
ぼ
の
団
地
の
空
き

駐
車
場
に
つ
い
て
は
管
理
組

合
と
の
調
整
な
ど
整
理
す
べ

き
課
題
が
あ
り
、
実
情
や
課

題
を
把
握
し
、
空
き
区
画
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
に
つ
い
て
、
町
全
体
の
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

い
て
基
本
構
想
や
民
間
活
用

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
町
長
部
局
と
連
携
し
た

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。　線

路
沿
い
の
道
路
に
つ
い

て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
を
重
要
な
視
点
と
し
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
必

要
な
安
全
対
策
に
つ
い
て
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
。
　

　
　
　
　（町
長
・
教
育
長
）

　
　
あ
け
ぼ
の
団
地
駐
車
場

は
空
室
が
あ
る
こ
と
か
ら
駐

車
場
に
も
空
き
が
あ
る
。
空

い
た
駐
車
場
を
月
極
駐
車
場

や
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
で
入
居
者

の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
東
側

砂
利
駐
車
場
に
つ
い
て
も
、

昨
年
度
不
陸
整
正
を
行
っ
た

が
１
年
も
経
た
な
い
う
ち
に

凸
凹
が
発
生
し
て
い
る
。
公

共
施
設
の
移
転
再
編
の
検
討

を
含
め
、
整
備
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
付
近
の
道
路
は
小

中
学
生
の
通
学
路
と
な
っ
て

お
り
、
つ
つ
じ
の
撤
去
を
行

い
、
歩
道
整
備
や
道
路
拡
幅

な
ど
の
対
策
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

Q

A

利便性の向上と、児童・生徒の安全対策を
現状と課題を整理し前向きに検討していく　

田代　元気議員
たしろ　  げんき

Q

A

その他の質問
・工業団地整備と周辺の安全対策について
・県営野球場の誘致について

Q

10開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ 1011

　
　未
利
用
と
な
っ
て
い
る

施
設
に
つ
い
て
は
、
用
途
廃

止
や
普
通
財
産
へ
の
移
管
を

進
め
る
と
と
も
に
、
測
量
や

境
界
確
認
を
行
い
、
売
却
や

貸
付
け
を
含
め
た
活
用
を
進

め
て
い
く
。
そ
の
際
、
地
域

改
善
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ

て
き
た
経
緯
や
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
こ
れ
ま
で
の
関
わ
り

を
十
分
に
踏
ま
え
、
地
域
の

環
境
改
善
や
活
性
化
に
つ
な

が
る
視
点
を
大
切
に
し
て
い

く
。
ま
た
、
公
平
性
と
透
明

性
を
確
保
し
、
地
域
と
町
全

体
に
と
っ
て
有
効
な
活
用
と

な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い

く
。 
　
　
　
　
　
　（町
長 

）

　
　
町
が
保
有
す
る
土
地
や

建
物
に
つ
い
て
管
理
が
十
分

に
行
き
届
か
ず
、
雑
草
や
樹

木
が
生
い
茂
っ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
特
に
T
S 

M 

C 

の
進
出
に
よ
り
周
辺

地
域
の
開
発
が
進
み
土
地
需

要
や
地
域
の
価
値
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
こ
う
し
た
資

産
を
有
効
に
活
用
し
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
べ
き
と

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
地
域
改
善
事
業
で

取
得
し
た
土
地
や
建
物
に
つ

い
て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

管
理
し
、
地
域
資
源
と
し
て

活
用
し
て
い
く
考
え
な
の
か

伺
う
。

Q

A

町有地・町有施設の有効活用の方針は
地域と町の発展につながるよう活用していく

豊瀨　和久議員
とよせ　　かずひさ

Q

A

その他の質問
・町営住宅の入居収入基準及び、家賃基準の見直し
・後期高齢者健康診査を活用したフレイル予防と
予防医療の推進

　
　
町
長
は
施
政
方
針
の
中

で
、
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
て

い
る
。

 

し
か
し
、
県
道
や
国
道
は

高
い
対
応
率
を
示
し
て
い
る

が
、
一
方
、
住
民
生
活
に
欠

か
せ
な
い
町
道
の
対
応
率
は

極
め
て
低
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
対
応
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
現
地
確
認
を
行
い
、
軽

微
な
舗
装
の
穴
、
段
差
な
ど

は
、
職
員
に
よ
る
補
修
や
業

者
へ
依
頼
し
、
速
や
か
に
対

応
し
て
い
る
。
白
線
の
引
き

直
し
や
舗
装
の
大
規
模
な
補

修
な
ど
、一
定
の
費
用
や
工

事
調
整
を
要
す
る
も
の
は
、

危
険
度
、
緊
急
性
、
交
通
量
、

A

A

道路管理の現状と課題を問う
優先順位をつけて計画的に対応している

大塚　勝二議員
おおつか　 かつじ

その他の質問

Q

A

Q

え
て
い
な
い
。②
小
規
模
特

認
校
制
度
の
導
入
は
検
討
す

べ
き
選
択
肢
の
一
つ
で
あ

る
。③
児
童
数
の
減
少
は
学

校
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

地
域
の
将
来
に
関
わ
る
課
題

で
あ
る
。               （
町
長
）

　
　②
最
優
先
課
題
と
し

て
、
大
津
南
小
学
校
の
通
学

区
域
に
関
す
る
検
討
に
着
手

し
た
。
今
年
度
は
、
東
小
学

校
の
小
規
模
特
認
校
制
度
の

導
入
か
ら
６
年
間
の
取
組
を

検
証
す
る
予
定
。
大
津
北
小

へ
の
小
規
模
特
認
校
制
度
の

導
入
は
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　（教
育
長
）

　
　④
小
規
模
特
認
校
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
導
入
は

通
学
に
お
け
る
公
平
性
な
ど

の
観
点
か
ら
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。 

　
　
　
　
　

   （
教
育
部
長
）

　
　
小
学
校
の
複
式
学
級
の

解
消
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
。①
大
津
東
小
と
大
津
北

小
の
現
状
と
課
題
、
そ
の
解

決
に
向
け
た
対
応
を
ど
う
す

る
の
か
。②
議
会
政
策
提
言

の
小
規
模
特
認
校
制
度
の
拡

充
や
大
津
北
小
へ
の
導
入
は

ど
う
す
る
の
か
。③
小
学
校

の
問
題
は
地
域
の
課
題
で
あ

り
、
ど
う
解
決
し
て
い
く
の

か
。④
大
津
東
小
に
ス
ク
ー

ル
タ
ク
シ
ー
な
ど
導
入
の
考

え
は
な
い
の
か
。

　
　児
童
生
徒
数
は
今
後
減

少
し
て
い
く
見
込
み
で
あ

る
。
複
式
学
級
の
解
消
や
緩

和
を
含
め
、
将
来
的
な
学
校

の
あ
り
方
に
つ
い
て
具
体
的

な
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。①
東
小
と
北
小
の
児
童

数
減
少
や
複
式
学
級
の
課
題

は
先
送
り
し
て
よ
い
と
は
考

その他の質問

QA

AA

小学校の複式学級の解消をどうするのか
学校のあり方について具体的な検討を進める

村山　龍一議員
むらやま  りゅういち

Q

A

・「道路整備計画」について

・子どもの安全(京都での失踪事件を踏まえて）
について
・避難所の安全(災害時)について

通
学
路
で
あ
る
か
ど
う
か
、

補
修
規
模
、
管
理
者
の
区
分

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
計
画
的

に
対
応
し
て
い
る
。
　（町
長
）

　
　年
間
多
く
の
情
報
が
寄

せ
ら
れ
る
中
、
通
行
上
の
危

険
性
、
通
学
路
や
通
行
量
の

状
況
、
損
傷
の
程
度
、
補
修

に
必
要
な
工
事
規
模
や
予
算

措
置
の
有
無
な
ど
を
踏
ま

え
、
対
応
の
必
要
性
が
高
い

箇
所
か
ら
順
次
進
め
て
い
る
。

新
た
に
予
算
化
が
必
要
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
地
元

と
協
議
の
上
、
生
活
道
路
と

整
備
要
望
書
を
提
出
し
て
も

ら
い
、
次
年
度
以
降
の
予
算

化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
く
。      （
都
市
整
備
部
長
）

定
例
会
総
括
　  

議
員
の
視
点
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　  委
員
会
報
告
　    

政
策
提
言
　     

一
般
質
問
　   

一
般
質
問
の
行
方      

傍
聴
の
仕
方
　    

尚
絅
大
学

定
例
会
総
括
　  

議
員
の
視
点
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　  委
員
会
報
告
　    

政
策
提
言
　     

一
般
質
問
　   

一
般
質
問
の
行
方      

傍
聴
の
仕
方
　    

尚
絅
大
学



生涯学習センター東側道路

　
　あ
け
ぼ
の
団
地
の
空
き

駐
車
場
に
つ
い
て
は
管
理
組

合
と
の
調
整
な
ど
整
理
す
べ

き
課
題
が
あ
り
、
実
情
や
課

題
を
把
握
し
、
空
き
区
画
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
に
つ
い
て
、
町
全
体
の
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

い
て
基
本
構
想
や
民
間
活
用

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
町
長
部
局
と
連
携
し
た

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。　線

路
沿
い
の
道
路
に
つ
い

て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
を
重
要
な
視
点
と
し
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
必

要
な
安
全
対
策
に
つ
い
て
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
。
　

　
　
　
　（町
長
・
教
育
長
）

　
　
あ
け
ぼ
の
団
地
駐
車
場

は
空
室
が
あ
る
こ
と
か
ら
駐

車
場
に
も
空
き
が
あ
る
。
空

い
た
駐
車
場
を
月
極
駐
車
場

や
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
で
入
居
者

の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
東
側

砂
利
駐
車
場
に
つ
い
て
も
、

昨
年
度
不
陸
整
正
を
行
っ
た

が
１
年
も
経
た
な
い
う
ち
に

凸
凹
が
発
生
し
て
い
る
。
公

共
施
設
の
移
転
再
編
の
検
討

を
含
め
、
整
備
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
付
近
の
道
路
は
小

中
学
生
の
通
学
路
と
な
っ
て

お
り
、
つ
つ
じ
の
撤
去
を
行

い
、
歩
道
整
備
や
道
路
拡
幅

な
ど
の
対
策
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

Q

A

利便性の向上と、児童・生徒の安全対策を
現状と課題を整理し前向きに検討していく　

田代　元気議員
たしろ　  げんき

Q

A

その他の質問
・工業団地整備と周辺の安全対策について
・県営野球場の誘致について

Q

10開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ 1011

　
　未
利
用
と
な
っ
て
い
る

施
設
に
つ
い
て
は
、
用
途
廃

止
や
普
通
財
産
へ
の
移
管
を

進
め
る
と
と
も
に
、
測
量
や

境
界
確
認
を
行
い
、
売
却
や

貸
付
け
を
含
め
た
活
用
を
進

め
て
い
く
。
そ
の
際
、
地
域

改
善
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ

て
き
た
経
緯
や
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
こ
れ
ま
で
の
関
わ
り

を
十
分
に
踏
ま
え
、
地
域
の

環
境
改
善
や
活
性
化
に
つ
な

が
る
視
点
を
大
切
に
し
て
い

く
。
ま
た
、
公
平
性
と
透
明

性
を
確
保
し
、
地
域
と
町
全

体
に
と
っ
て
有
効
な
活
用
と

な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い

く
。 

　
　
　
　
　
　（町
長 

）

　
　
町
が
保
有
す
る
土
地
や

建
物
に
つ
い
て
管
理
が
十
分

に
行
き
届
か
ず
、
雑
草
や
樹

木
が
生
い
茂
っ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
特
に
T
S 

M 

C 

の
進
出
に
よ
り
周
辺

地
域
の
開
発
が
進
み
土
地
需

要
や
地
域
の
価
値
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
こ
う
し
た
資

産
を
有
効
に
活
用
し
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
べ
き
と

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
地
域
改
善
事
業
で

取
得
し
た
土
地
や
建
物
に
つ

い
て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

管
理
し
、
地
域
資
源
と
し
て

活
用
し
て
い
く
考
え
な
の
か

伺
う
。

Q

A

町有地・町有施設の有効活用の方針は
地域と町の発展につながるよう活用していく

豊瀨　和久議員
とよせ　　かずひさ

Q

A

その他の質問
・町営住宅の入居収入基準及び、家賃基準の見直し
・後期高齢者健康診査を活用したフレイル予防と
予防医療の推進

　
　
町
長
は
施
政
方
針
の
中

で
、
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
て

い
る
。

 

し
か
し
、
県
道
や
国
道
は

高
い
対
応
率
を
示
し
て
い
る

が
、
一
方
、
住
民
生
活
に
欠

か
せ
な
い
町
道
の
対
応
率
は

極
め
て
低
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
対
応
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
現
地
確
認
を
行
い
、
軽

微
な
舗
装
の
穴
、
段
差
な
ど

は
、
職
員
に
よ
る
補
修
や
業

者
へ
依
頼
し
、
速
や
か
に
対

応
し
て
い
る
。
白
線
の
引
き

直
し
や
舗
装
の
大
規
模
な
補

修
な
ど
、一
定
の
費
用
や
工

事
調
整
を
要
す
る
も
の
は
、

危
険
度
、
緊
急
性
、
交
通
量
、

A

A

道路管理の現状と課題を問う
優先順位をつけて計画的に対応している

大塚　勝二議員
おおつか　 かつじ

その他の質問

Q

A

Q

え
て
い
な
い
。②
小
規
模
特

認
校
制
度
の
導
入
は
検
討
す

べ
き
選
択
肢
の
一
つ
で
あ

る
。③
児
童
数
の
減
少
は
学

校
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

地
域
の
将
来
に
関
わ
る
課
題

で
あ
る
。               （
町
長
）

　
　②
最
優
先
課
題
と
し

て
、
大
津
南
小
学
校
の
通
学

区
域
に
関
す
る
検
討
に
着
手

し
た
。
今
年
度
は
、
東
小
学

校
の
小
規
模
特
認
校
制
度
の

導
入
か
ら
６
年
間
の
取
組
を

検
証
す
る
予
定
。
大
津
北
小

へ
の
小
規
模
特
認
校
制
度
の

導
入
は
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　（教
育
長
）

　
　④
小
規
模
特
認
校
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
導
入
は

通
学
に
お
け
る
公
平
性
な
ど

の
観
点
か
ら
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。 

　
　
　
　
　

   （
教
育
部
長
）

　
　
小
学
校
の
複
式
学
級
の

解
消
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
。①
大
津
東
小
と
大
津
北

小
の
現
状
と
課
題
、
そ
の
解

決
に
向
け
た
対
応
を
ど
う
す

る
の
か
。②
議
会
政
策
提
言

の
小
規
模
特
認
校
制
度
の
拡

充
や
大
津
北
小
へ
の
導
入
は

ど
う
す
る
の
か
。③
小
学
校

の
問
題
は
地
域
の
課
題
で
あ

り
、
ど
う
解
決
し
て
い
く
の

か
。④
大
津
東
小
に
ス
ク
ー

ル
タ
ク
シ
ー
な
ど
導
入
の
考

え
は
な
い
の
か
。

　
　児
童
生
徒
数
は
今
後
減

少
し
て
い
く
見
込
み
で
あ

る
。
複
式
学
級
の
解
消
や
緩

和
を
含
め
、
将
来
的
な
学
校

の
あ
り
方
に
つ
い
て
具
体
的

な
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。①
東
小
と
北
小
の
児
童

数
減
少
や
複
式
学
級
の
課
題

は
先
送
り
し
て
よ
い
と
は
考

その他の質問

QA

AA

小学校の複式学級の解消をどうするのか
学校のあり方について具体的な検討を進める

村山　龍一議員
むらやま  りゅういち

Q

A

・「道路整備計画」について

・子どもの安全(京都での失踪事件を踏まえて）
について
・避難所の安全(災害時)について

通
学
路
で
あ
る
か
ど
う
か
、

補
修
規
模
、
管
理
者
の
区
分

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
計
画
的

に
対
応
し
て
い
る
。
　（町
長
）

　
　年
間
多
く
の
情
報
が
寄

せ
ら
れ
る
中
、
通
行
上
の
危

険
性
、
通
学
路
や
通
行
量
の

状
況
、
損
傷
の
程
度
、
補
修

に
必
要
な
工
事
規
模
や
予
算

措
置
の
有
無
な
ど
を
踏
ま

え
、
対
応
の
必
要
性
が
高
い

箇
所
か
ら
順
次
進
め
て
い
る
。

新
た
に
予
算
化
が
必
要
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
地
元

と
協
議
の
上
、
生
活
道
路
と

整
備
要
望
書
を
提
出
し
て
も

ら
い
、
次
年
度
以
降
の
予
算

化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
く
。      （
都
市
整
備
部
長
）

定
例
会
総
括
　  

議
員
の
視
点
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　  委
員
会
報
告
　    

政
策
提
言
　     

一
般
質
問
　   

一
般
質
問
の
行
方      

傍
聴
の
仕
方
　    

尚
絅
大
学

定
例
会
総
括
　  

議
員
の
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点
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員
会
レ
ポ
ー
ト

　  委
員
会
報
告
　    

政
策
提
言
　     

一
般
質
問
　   

一
般
質
問
の
行
方      

傍
聴
の
仕
方
　    

尚
絅
大
学



　
　国
政
情
勢
に
よ
る
原
油

や
資
材
価
格
の
高
騰
は
、
町

民
生
活
や
地
域
産
業
、
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
行
政

運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要

な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

医
療
・
介
護
・
農
業
分
野
で

は
、
資
材
や
燃
料
費
の
上
昇

に
よ
る
負
担
を
把
握
し
て
お

り
、
国
・
県
の
支
援
制
度
の

情
報
提
供
や
活
用
支
援
を
進

め
る
と
と
も
に
、
今
後
も
実

態
把
握
を
続
け
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
必
要
な
対

応
に
と
り
く
ん
で
い
く
。  

　

 

　
　
　
　

 

　
　
　

  （
町
長
）  

　
　
原
油
価
格
の
上
昇
や
ナ

フ
サ
不
足
に
よ
り
、
食
品
包

装
、
医
療
・
介
護
用
品
、
農

業
資
材
な
ど
幅
広
い
分
野
で

価
格
高
騰
や
供
給
不
足
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
町
民
生
活

や
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

農
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

産
業
へ
の
影
響
を
町
は
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
、
関
係
事
業
者
か
ら

の
実
態
把
握
や
情
報
収
集
、

今
後
の
支
援
策
の
検
討
状
況

は
ど
う
か
。

その他の質問
・新庁舎における利用実態を踏まえたトイレ環境の
検証について

Q

A

物価高騰から暮しを守る対策は
今後も実態把握し対応に取り組む

三宮　美香議員
さんのみや　  み  か

Q

A

その他の質問
・子どもの安心安全を守るための防犯体制の
強化について

1213 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

Q

Q

A

Q

　
　現
行
条
例
に
も
関
連
規

定
は
あ
る
が
、
分
か
り
や
す

さ
に
課
題
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
人
口
増
加
や
来
訪

者
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
禁

止
行
為
や
対
象
者
を
整
理
し

条
例
改
正
を
検
討
す
る
。
あ

わ
せ
て
看
板
や
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
、
多
言
語
表
示
、
広
報
な

ど
を
一
体
的
に
進
め
て
い

く
。
指
導
・
勧
告
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
個
別
事

案
へ
の
対
応
を
行
い
、
実
効

性
あ
る
環
境
美
化
を
図
っ
て

い
く
。                  （
町
長
）

　
　
生
活
道
路
や
公
園
で
の

ポ
イ
捨
て
や
犬
の
ふ
ん
放
置

が
見
ら
れ
る
。
現
行
の
「
大

津
町
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
で
は
「
廃
棄
物
」
と
し

て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
日

常
的
な
ポ
イ
捨
て
行
為
と
の

結
び
つ
き
が
直
感
的
に
理
解

さ
れ
に
く
い
側
面
が
あ
る
と

考
え
る
。
大
分
県
由
布
市
な

ど
で
は
「
ポ
イ
捨
て
」
を
明

示
し
、
対
象
者
も
通
過
者
を

含
め
整
理
さ
れ
て
い
る
。
本

町
も
定
義
や
禁
止
行
為
を
明

確
化
し
、
来
訪
者
を
含
む
全

て
の
者
を
対
象
に
す
べ
き
と

考
え
る
。
ま
た
指
導
・
勧
告

な
ど
の
実
効
性
や
啓
発
強
化

に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

A

ポイ捨て禁止条例を制定すべき
現行条例の改正検討と啓発を推進

清原　さおり議員
きよはら

Q

A

　
　県
営
野
球
場
の
よ
う
な

大
規
模
施
設
が
立
地
す
れ
ば

ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
交
流
人
口

の
拡
大
、
周
辺
地
域
の
活
性

化
、
子
ど
も
た
ち
が
高
い
レ

ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る

機
会
の
創
出
な
ど
、
一
定
の

効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
も

理
解
は
す
る
。

　一
方
で
、
県
の
募
集
要
項

で
は
土
地
の
確
保
や
費
用
の

一
部
負
担
が
条
件
で
あ
り
、

町
と
し
て
主
体
的
に
手
を
挙

げ
る
状
況
に
は
な
い
と
判
断

し
て
い
る
。

　町
の
将
来
に
向
け
て
夢
の

あ
る
施
策
を
考
え
る
こ
と
と

将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を

残
さ
な
い
こ
と
が
、
町
の
大

切
な
視
点
と
責
任
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
県
営
野
球
場
の
誘
致
を

ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
中
間
駅
周

辺
に
多
目
的
野
球
場
と
し
て

進
め
る
べ
き
だ
。

　
世
界
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

起
爆
剤
に
地
域
を
活
性
化

し
、
投
資
や
産
業
を
呼
び
込

み
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
動

き
出
す
こ
と
が
広
が
っ
て
い

る
。

　
同
僚
議
員
の
一
般
質
問
で

の
答
弁
は
、
応
募
は
し
な
い

と
言
わ
れ
た
の
で
、
違
う
目

線
か
ら
問
う
。

　
金
田
町
長
に
も
、
二
十
年

五
十
年
先
を
見
据
え
た
教
育

の
町
、
ス
ポ
ー
ツ
の
町
を
考

え
て
野
球
場
な
ど
の
整
備
を

し
て
い
く
べ
き
だ
。

その他の質問

A

野球場誘致をアクセス鉄道の中間駅に
町として誘致に手を挙げる状況にはない

山本　富二夫議員
やまもと　　ふ  じ   お

Q

A

Q

　
　本
町
の
農
村
地
域
は
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
日
々
の
暮

ら
し
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
農
業
生
産
を
支
え
、
豊

か
な
自
然
環
境
や
地
域
の
つ

な
が
り
を
持
っ
て
き
た
大
津

町
に
と
っ
て
大
切
な
地
域
で

あ
る
。

　ま
た
、
農
村
地
域
を
支
え

る
道
路
や
排
水
な
ど
生
活
イ

ン
フ
ラ
は
、
日
常
生
活
は
も

と
よ
り
、
農
業
生
産
、
通
学
、

買
物
、
通
院
、
さ
ら
に
は
、

災
害
時
の
避
難
や
救
援
活
動

に
も
関
わ
る
重
要
な
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。

　町
と
し
て
、
農
村
地
域
の

生
活
基
盤
を
後
回
し
に
す
る

考
え
は
一
切
な
く
、
今
後
も

農
村
地
域
の
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
必
要
な
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
管
理
と
改
良
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
　

    （
町
長
）

　
　
町
は
都
市
計
画
の
中
で

「
コ
ン
パ
ク
ト
プ
ラ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築
を
目
指

す
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
町
の

運
営
や
ま
ち
づ
く
り
の
合
理

化
の
た
め
必
要
不
可
欠
な
考

え
方
だ
と
い
う
こ
と
は
十
分

理
解
、
賛
同
で
き
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
考

え
方
の
み
で
町
の
運
営
を
行

え
ば
農
村
地
帯
内
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
遅
れ
、
さ
ら
に
人

口
減
少
に
拍
車
が
か
か
る
の

で
は
な
い
か
。

　
農
村
地
帯
に
住
む
住
民
に

と
っ
て
は
死
活
問
題
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で

今
後
の
農
村
地
帯
の
あ
り
方

を
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

Q

A

農村地帯のインフラ整備に対する考えは
必要な生活インフラの維持管理と改良に取り組む

大村　裕一郎議員
おおむら　ゆういちろう

Q

A

その他の質問
・害虫による被害の防止や対処について
・固定資産税について
・中東情勢悪化に伴う原油由来製品の高騰や
供給停滞について

野球場の様子

・公共施設（学校など）の女子トイレ数が少ないので
増設すべきだ
・朝晩の町道・農道への車の乗り入れ規制をすべきだ

定
例
会
総
括
　  

議
員
の
視
点
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　  委
員
会
報
告
　    

政
策
提
言
　     

一
般
質
問
　   

一
般
質
問
の
行
方      

傍
聴
の
仕
方
　    

尚
絅
大
学

定
例
会
総
括
　  

議
員
の
視
点
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　  委
員
会
報
告
　    

政
策
提
言
　     

一
般
質
問
　   

一
般
質
問
の
行
方      

傍
聴
の
仕
方
　    

尚
絅
大
学



　
　国
政
情
勢
に
よ
る
原
油

や
資
材
価
格
の
高
騰
は
、
町

民
生
活
や
地
域
産
業
、
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
行
政

運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要

な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

医
療
・
介
護
・
農
業
分
野
で

は
、
資
材
や
燃
料
費
の
上
昇

に
よ
る
負
担
を
把
握
し
て
お

り
、
国
・
県
の
支
援
制
度
の

情
報
提
供
や
活
用
支
援
を
進

め
る
と
と
も
に
、
今
後
も
実

態
把
握
を
続
け
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
必
要
な
対

応
に
と
り
く
ん
で
い
く
。  

　

 

　
　
　
　

 

　
　
　

  （
町
長
）  

　
　
原
油
価
格
の
上
昇
や
ナ

フ
サ
不
足
に
よ
り
、
食
品
包

装
、
医
療
・
介
護
用
品
、
農

業
資
材
な
ど
幅
広
い
分
野
で

価
格
高
騰
や
供
給
不
足
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
町
民
生
活

や
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

農
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

産
業
へ
の
影
響
を
町
は
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
、
関
係
事
業
者
か
ら

の
実
態
把
握
や
情
報
収
集
、

今
後
の
支
援
策
の
検
討
状
況

は
ど
う
か
。

その他の質問
・新庁舎における利用実態を踏まえたトイレ環境の
検証について

Q

A

物価高騰から暮しを守る対策は
今後も実態把握し対応に取り組む

三宮　美香議員
さんのみや　  み  か

Q

A

その他の質問
・子どもの安心安全を守るための防犯体制の
強化について

1213 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

Q

Q

A

Q

　
　現
行
条
例
に
も
関
連
規

定
は
あ
る
が
、
分
か
り
や
す

さ
に
課
題
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
人
口
増
加
や
来
訪

者
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
禁

止
行
為
や
対
象
者
を
整
理
し

条
例
改
正
を
検
討
す
る
。
あ

わ
せ
て
看
板
や
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
、
多
言
語
表
示
、
広
報
な

ど
を
一
体
的
に
進
め
て
い

く
。
指
導
・
勧
告
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
個
別
事

案
へ
の
対
応
を
行
い
、
実
効

性
あ
る
環
境
美
化
を
図
っ
て

い
く
。                  （
町
長
）

　
　
生
活
道
路
や
公
園
で
の

ポ
イ
捨
て
や
犬
の
ふ
ん
放
置

が
見
ら
れ
る
。
現
行
の
「
大

津
町
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
で
は
「
廃
棄
物
」
と
し

て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
日

常
的
な
ポ
イ
捨
て
行
為
と
の

結
び
つ
き
が
直
感
的
に
理
解

さ
れ
に
く
い
側
面
が
あ
る
と

考
え
る
。
大
分
県
由
布
市
な

ど
で
は
「
ポ
イ
捨
て
」
を
明

示
し
、
対
象
者
も
通
過
者
を

含
め
整
理
さ
れ
て
い
る
。
本

町
も
定
義
や
禁
止
行
為
を
明

確
化
し
、
来
訪
者
を
含
む
全

て
の
者
を
対
象
に
す
べ
き
と

考
え
る
。
ま
た
指
導
・
勧
告

な
ど
の
実
効
性
や
啓
発
強
化

に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

A

ポイ捨て禁止条例を制定すべき
現行条例の改正検討と啓発を推進

清原　さおり議員
きよはら

Q

A

　
　県
営
野
球
場
の
よ
う
な

大
規
模
施
設
が
立
地
す
れ
ば

ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
交
流
人
口

の
拡
大
、
周
辺
地
域
の
活
性

化
、
子
ど
も
た
ち
が
高
い
レ

ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る

機
会
の
創
出
な
ど
、
一
定
の

効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
も

理
解
は
す
る
。

　一
方
で
、
県
の
募
集
要
項

で
は
土
地
の
確
保
や
費
用
の

一
部
負
担
が
条
件
で
あ
り
、

町
と
し
て
主
体
的
に
手
を
挙

げ
る
状
況
に
は
な
い
と
判
断

し
て
い
る
。

　町
の
将
来
に
向
け
て
夢
の

あ
る
施
策
を
考
え
る
こ
と
と

将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を

残
さ
な
い
こ
と
が
、
町
の
大

切
な
視
点
と
責
任
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
県
営
野
球
場
の
誘
致
を

ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
中
間
駅
周

辺
に
多
目
的
野
球
場
と
し
て

進
め
る
べ
き
だ
。

　
世
界
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

起
爆
剤
に
地
域
を
活
性
化

し
、
投
資
や
産
業
を
呼
び
込

み
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
動

き
出
す
こ
と
が
広
が
っ
て
い

る
。

　
同
僚
議
員
の
一
般
質
問
で

の
答
弁
は
、
応
募
は
し
な
い

と
言
わ
れ
た
の
で
、
違
う
目

線
か
ら
問
う
。

　
金
田
町
長
に
も
、
二
十
年

五
十
年
先
を
見
据
え
た
教
育

の
町
、
ス
ポ
ー
ツ
の
町
を
考

え
て
野
球
場
な
ど
の
整
備
を

し
て
い
く
べ
き
だ
。

その他の質問

A

野球場誘致をアクセス鉄道の中間駅に
町として誘致に手を挙げる状況にはない

山本　富二夫議員
やまもと　　ふ  じ   お

Q

A

Q

　
　本
町
の
農
村
地
域
は
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
日
々
の
暮

ら
し
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
農
業
生
産
を
支
え
、
豊

か
な
自
然
環
境
や
地
域
の
つ

な
が
り
を
持
っ
て
き
た
大
津

町
に
と
っ
て
大
切
な
地
域
で

あ
る
。

　ま
た
、
農
村
地
域
を
支
え

る
道
路
や
排
水
な
ど
生
活
イ

ン
フ
ラ
は
、
日
常
生
活
は
も

と
よ
り
、
農
業
生
産
、
通
学
、

買
物
、
通
院
、
さ
ら
に
は
、

災
害
時
の
避
難
や
救
援
活
動

に
も
関
わ
る
重
要
な
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。

　町
と
し
て
、
農
村
地
域
の

生
活
基
盤
を
後
回
し
に
す
る

考
え
は
一
切
な
く
、
今
後
も

農
村
地
域
の
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
必
要
な
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
管
理
と
改
良
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
　

    （
町
長
）

　
　
町
は
都
市
計
画
の
中
で

「
コ
ン
パ
ク
ト
プ
ラ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築
を
目
指

す
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
町
の

運
営
や
ま
ち
づ
く
り
の
合
理

化
の
た
め
必
要
不
可
欠
な
考

え
方
だ
と
い
う
こ
と
は
十
分

理
解
、
賛
同
で
き
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
考

え
方
の
み
で
町
の
運
営
を
行

え
ば
農
村
地
帯
内
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
遅
れ
、
さ
ら
に
人

口
減
少
に
拍
車
が
か
か
る
の

で
は
な
い
か
。

　
農
村
地
帯
に
住
む
住
民
に

と
っ
て
は
死
活
問
題
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で

今
後
の
農
村
地
帯
の
あ
り
方

を
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

Q

A

農村地帯のインフラ整備に対する考えは
必要な生活インフラの維持管理と改良に取り組む

大村　裕一郎議員
おおむら　ゆういちろう

Q

A

その他の質問
・害虫による被害の防止や対処について
・固定資産税について
・中東情勢悪化に伴う原油由来製品の高騰や
供給停滞について

野球場の様子

・公共施設（学校など）の女子トイレ数が少ないので
増設すべきだ
・朝晩の町道・農道への車の乗り入れ規制をすべきだ

定
例
会
総
括
　  

議
員
の
視
点
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　  委
員
会
報
告
　    

政
策
提
言
　     

一
般
質
問
　   

一
般
質
問
の
行
方      

傍
聴
の
仕
方
　    

尚
絅
大
学

定
例
会
総
括
　  

議
員
の
視
点
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　  委
員
会
報
告
　    

政
策
提
言
　     

一
般
質
問
　   

一
般
質
問
の
行
方      

傍
聴
の
仕
方
　    

尚
絅
大
学



1415 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

Q

A

     

本
年
4
月
に
部
活
動
ト

ラ
ブ
ル
対
応
マ
ニュ
ア
ル
を
策

定
。
外
部
指
導
者
に
は
人
格

面
も
確
認
し
、
暴
言
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
の
誓
約
書
提

出
を
義
務
付
け
て
い
る
。
研

修
を
継
続
し
、
不
適
切
指
導

が
疑
わ
れ
る
場
合
は
生
徒
の

安
全
を
最
優
先
に
事
実
確
認

し
、
必
要
に
応
じ
て
指
導
停

止
を
実
施
。
学
校
と
教
育
委

員
会
が
連
携
し
、
生
徒
の
安

全
確
保
に
取
り
組
む
。        

　
　
　
　
　
　
　（教
育
長
）

　
　
近
年
、
部
活
動
に
お
け

る
外
部
指
導
者
の
活
用
が
進

む
一方
、
指
導
方
法
や
生
徒

対
応
、
安
全
管
理
の
在
り
方

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
部

活
動
は
学
校
教
育
の
一環
で

あ
り
、
生
徒
の
安
全
確
保
が

最
優
先
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

外
部
指
導
者
の
任
用
基
準
や

適
格
性
確
認
の
方
法
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
や
安
全
管
理

に
関
す
る
研
修
の
実
施
状

況
、
不
適
切
な
指
導
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
基
準
、
学

校
・
教
育
委
員
会
・
保
護
者

間
の
情
報
共
有
体
制
に
つ
い

て
問
う
。

　
　

Q

A

外部指導者の安全管理は
相談体制と対応強化を実施

山部　良二議員
やま べ　  りょうじ

その他の質問

　
　

 

騒
音
に
困
っ
て
い
る
声

を
聞
き
、
し
っ
か
り
拾
え
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
る
。

今
後
、
地
域
住
民
の
騒
音
環

境
に
変
化
が
生
じ
る
場
合
に

は
、
測
定
結
果
や
地
域
の
声

を
踏
ま
え
、
県
や
空
港
運
営

会
社
に
対
応
を
求
め
る
。
ま

た
、
町
独
自
の
助
成
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
は
公
平
性
と

予
算
の
観
点
か
ら
難
し
い
。

熊
本
空
港
の
運
用
時
間
延
長

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
延
長

時
期
や
幅
な
ど
に
つ
い
て
協

議
や
合
意
形
成
に
入
っ
て
い
な

い
。「
周
辺
地
域
の
生
活
環
境

へ
の
影
響
も
踏
ま
え
て
、
慎

重
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。」
引
き
続
き
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
受
け

止
め
な
が
ら
、
安
心
安
全
な

生
活
環
境
の
維
持
に
努
め
る
。                         

　
　
　
　
　
　（総
務
部
長
）

　
　
近
年
、
大
規
模
な
開
発

に
よ
り
町
民
を
取
り
巻
く
生

活
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
特
に
、
岩
坂
・
中
島

地
区
に
お
け
る
飛
行
機
の
離

着
陸
時
の
騒
音
は
凄
ま
じ
い
。

該
当
地
域
は
55
デ
シ
ベ
ル
と

国
の
基
準
値
57
デ
シ
ベ
ル
に

届
か
ず
、
防
音
工
事
な
ど
の

実
質
的
な
救
済
措
置
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
町

と
し
て
独
自
の
防
音
工
事
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
現

在
の
熊
本
空
港
の
運
用
時
間

延
長
の
協
議
内
容
は
ど
う

か
。

町内での騒音対策について独自の助成制度を
公平性と対象範囲の観点から難しい 

岩下　啓史議員
いわした　 けい し

・物価高騰対策について
・シビックプライドの醸成と連動した環境美化
条例の制定について

Q

Q

A

Q

A

Q

A

　
　現
在
、
道
路
植
栽
に
つ

い
て
は
維
持
管
理
、
安
全
性

や
景
観
形
成
を
総
合
的
に
考

慮
し
た
管
理
方
針
の
整
理
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
公
園

に
つ
い
て
も
危
険
木
を
伐
採

し
た
箇
所
へ
の
植
栽
も
進
め

な
が
ら
公
園
の
魅
力
向
上
に

つ
な
が
る
樹
木
の
更
新
に
つ

い
て
整
理
し
て
い
る
。
今
後

は
、
点
検
方
法
や
頻
度
、
専

門
的
な
調
査
の
必
要
性
も
研

究
を
深
め
て
景
観
や
環
境
と

の
調
和
を
図
り
持
続
可
能
な

樹
木
管
理
に
努
め
て
い
く
。

                           （
町
長
）

　
　今
後
と
も
道
路
、公
園
、

公
共
施
設
の
安
全
・
安
心
を

最
優
先
と
し
、
景
観
形
成
や

環
境
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
適

切
な
樹
木
管
理
に
努
め
る
。   

　
　
　

   （
都
市
整
備
部
長
）

　
　
本
年
３
月
か
ら
４
月
に

か
け
て
全
国
的
に
強
風
が
発

生
し
、
樹
木
な
ど
の
老
齢
化

と
病
害
に
伴
う
倒
木
が
全
国

的
に
目
立
っ
て
発
生
し
て
い

る
。
ま
た
、
人
が
倒
木
の
下

敷
き
に
な
る
な
ど
、
人
身
事

故
被
害
も
発
生
し
て
い
る

中
、
本
町
に
お
い
て
も
樹
木

の
倒
木
が
心
配
さ
れ
る
。
そ

こ
で
本
町
は
、
こ
の
問
題
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
管
理
を

行
っ
て
い
く
の
か
、
年
々
温

暖
化
が
進
み
台
風
も
大
型
化

し
て
い
る
中
に
お
い
て
早
急

な
対
策
が
必
要
で
は
な
い
の

か
。

Q

AA

町が管理する樹木について
安全確保を最優先し樹木管理に努める

大塚　益雄議員
おおつか　 ますお

その他の質問
・通学路安全対策について

　
　
地
域
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
が
地
域
コ
ミ
ュニ
ティ
の

維
持
や
子
ど
も
の
育
成
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。一
方
で
、
新

た
な
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、

公
益
性
や
公
平
性
、
対
象
団

体
の
範
囲
、
財
源
の
継
続
性

な
ど
整
理
す
べ
き
課
題
が
あ

る
た
め
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
国
や

民
間
財
団
な
ど
の
外
部
助
成

制
度
を
円
滑
に
活
用
で
き
る

よ
う
、
情
報
提
供
や
相
談
対

応
な
ど
の
実
務
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
。   

　
　

 （
町
長
）

　
　
地
域
の
文
化
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
は
、
子
ど
も
の

育
成
や
多
世
代
交
流
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
つ

な
が
る
大
切
な
存
在
で
あ

る
。
し
か
し
、
用
具
の
老
朽

化
や
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ

り
、
活
動
の
継
続
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
団
体
も
あ
る
。

部
活
動
の
地
域
展
開
が
進
む

中
、
他
自
治
体
で
は
公
募
型

の
支
援
制
度
を
設
け
る
動
き

も
あ
る
。
大
津
町
で
も
、
地

域
で
活
動
す
る
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
団
体
を
支
え
る
仕
組

み
づ
く
り
や
制
度
の
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
。

A

地域文化活動・スポーツ活動を支える制度を
団体の実情を把握し制度を検討

中山　直之議員
なかやま　 なおゆき

Q

A

その他の質問

・学校給食費負担軽減における質の担保について

強風で植樹桝に植えられたケヤキが根元から倒木
国交省HPより引用

学校
確認

連携して

中学校における部活動の外部指導者に関する
相談・問題が発生した場合の対応フロー

～教育委員会の答弁から読み取れる今後の対応の流れ～

定
例
会
総
括
　  

議
員
の
視
点
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　  委
員
会
報
告
　    

政
策
提
言
　     

一
般
質
問
　   

一
般
質
問
の
行
方      

傍
聴
の
仕
方
　    

尚
絅
大
学

定
例
会
総
括
　  

議
員
の
視
点
　 委
員
会
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ー
ト
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員
会
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般
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Q
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本
年
4
月
に
部
活
動
ト

ラ
ブ
ル
対
応
マ
ニュ
ア
ル
を
策

定
。
外
部
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導
者
に
は
人
格

面
も
確
認
し
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言
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
の
誓
約
書
提

出
を
義
務
付
け
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い
る
。
研

修
を
継
続
し
、
不
適
切
指
導
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疑
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れ
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は
生
徒
の

安
全
を
最
優
先
に
事
実
確
認

し
、
必
要
に
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指
導
停

止
を
実
施
。
学
校
と
教
育
委

員
会
が
連
携
し
、
生
徒
の
安

全
確
保
に
取
り
組
む
。        

　
　
　
　
　
　
　（教
育
長
）

　
　
近
年
、
部
活
動
に
お
け

る
外
部
指
導
者
の
活
用
が
進

む
一方
、
指
導
方
法
や
生
徒

対
応
、
安
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管
理
の
在
り
方
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課
題
と
な
っ
て
い
る
。
部

活
動
は
学
校
教
育
の
一環
で

あ
り
、
生
徒
の
安
全
確
保
が

最
優
先
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

外
部
指
導
者
の
任
用
基
準
や

適
格
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確
認
の
方
法
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
や
安
全
管
理
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す
る
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修
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実
施
状

況
、
不
適
切
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指
導
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
基
準
、
学

校
・
教
育
委
員
会
・
保
護
者

間
の
情
報
共
有
体
制
に
つ
い

て
問
う
。
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。
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、
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に
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を
取
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活
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境
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て
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、
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坂
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地
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に
お
け
る
飛
行
機
の
離

着
陸
時
の
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は
凄
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じ
い
。
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当
地
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は
55
デ
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ベ
ル
と

国
の
基
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値
57
デ
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ベ
ル
に
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ず
、
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音
工
事
な
ど
の

実
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的
な
救
済
措
置
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
町

と
し
て
独
自
の
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音
工
事
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
現

在
の
熊
本
空
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の
運
用
時
間

延
長
の
協
議
内
容
は
ど
う

か
。
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公平性と対象範囲の観点から難しい 
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針
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た
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が
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の
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上
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の
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や
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可
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路
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の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
適

切
な
樹
木
管
理
に
努
め
る
。   

　
　
　

   （
都
市
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年
３
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か
ら
４
月
に

か
け
て
全
国
的
に
強
風
が
発

生
し
、
樹
木
な
ど
の
老
齢
化

と
病
害
に
伴
う
倒
木
が
全
国

的
に
目
立
っ
て
発
生
し
て
い

る
。
ま
た
、
人
が
倒
木
の
下

敷
き
に
な
る
な
ど
、
人
身
事

故
被
害
も
発
生
し
て
い
る

中
、
本
町
に
お
い
て
も
樹
木

の
倒
木
が
心
配
さ
れ
る
。
そ

こ
で
本
町
は
、
こ
の
問
題
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
管
理
を

行
っ
て
い
く
の
か
、
年
々
温

暖
化
が
進
み
台
風
も
大
型
化

し
て
い
る
中
に
お
い
て
早
急

な
対
策
が
必
要
で
は
な
い
の

か
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地
域
文
化
・
ス
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ー
ツ

活
動
が
地
域
コ
ミ
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ティ
の

維
持
や
子
ど
も
の
育
成
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。一
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で
、
新

た
な
補
助
制
度
に
つ
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は
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益
性
や
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、
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象
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の
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、
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の
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な
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す
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た
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民
間
財
団
な
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の
外
部
助
成

制
度
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、
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提
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な
ど
の
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的
な
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を

行
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ツ
活
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の

育
成
や
多
世
代
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流
、
地
域
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の
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持
に
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な
が
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な
存
在
で
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。
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し
、
用
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や
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ

り
、
活
動
の
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が
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し
く

な
っ
て
い
る
団
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も
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る
。

部
活
動
の
地
域
展
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進
む

中
、
他
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体
で
は
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の
支
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制
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を
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る
動
き

も
あ
る
。
大
津
町
で
も
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で
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・
ス
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体
を
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や
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度
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検
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中山　直之議員
なかやま　 なおゆき

Q

A

その他の質問

・学校給食費負担軽減における質の担保について

強風で植樹桝に植えられたケヤキが根元から倒木
国交省HPより引用

学校
確認

連携して

中学校における部活動の外部指導者に関する
相談・問題が発生した場合の対応フロー

～教育委員会の答弁から読み取れる今後の対応の流れ～

定
例
会
総
括
　  

議
員
の
視
点
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　  委
員
会
報
告
　    

政
策
提
言
　     

一
般
質
問
　   

一
般
質
問
の
行
方      

傍
聴
の
仕
方
　    

尚
絅
大
学

定
例
会
総
括
　  

議
員
の
視
点
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　  委
員
会
報
告
　    

政
策
提
言
　     

一
般
質
問
　   

一
般
質
問
の
行
方      

傍
聴
の
仕
方
　    

尚
絅
大
学



1617

こ
そ
歴
史
景
観
整
備
を
実
行

す
べ
き
で
あ
り
、
後
で
は
条

件
が
整
わ
ず
実
現
は
困
難
と

な
る
。
町
は
主
体
的
に
動
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　上
井
手
は
農
業
用
水
路

と
し
て
の
機
能
維
持
を
基
本

と
し
、
地
域
の
調
和
を
最
優

先
に
住
民
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
慎
重
に
対
応
し
、

今
後
の
進
め
方
を
判
断
し
て

い
く
。
駅
周
辺
整
備
と
の
連

動
に
つ
い
て
も
、
現
時
点
で

は
具
体
的
整
備
実
施
を
約
束

す
る
も
の
で
は
な
く
、
状
況

を
み
な
が
ら
検
討
す
る
。
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
上
井
手
の
課
題
は
今
に

始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

町
に
は
整
備
の
機
会
が
何
度

も
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
生
活
道
路
な
ど
の
課
題

を
理
由
に
活
用
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
を
し
て
い
な
い
。

駅
周
辺
と
併
せ
整
備
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
ず

は
地
域
住
民
と
の
対
話
を
丁

寧
に
行
い
、
将
来
像
を
共
有

す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
、
四
百
年

の
歴
史
と
技
術
を
受
け
継

ぐ
、
世
界
か
ん
が
い
遺
産
で

も
あ
る
上
井
手
や
塘
町
筋
を

現
状
の
ま
ま
に
は
で
き
な

い
。
駅
周
辺
整
備
が
進
む
今

Q

A

上井手整備を駅周辺整備と連動し、今こそ実行すべき
機能維持を基本に慎重に対応、判断していく

Q

A

その他の質問
・ 農工商併進の実現に向けた産業政策について

　川　秀貢議員
にしかわ　 ひでつぐ

　
　

 

学
校
現
場
へ
の
支
援

体
制
を
整
え
る
こ
と
は
大
変

重
要
で
、Ｓ
Ｌ
と
連
携
で
き

る
仕
組
み
は
大
変
有
効
。
現

状
の
制
度
で
は
、
個
別
事
案

へ
の
継
続
的
な
関
与
や
実
践

的
な
助
言
を
受
け
る
こ
と
は

難
し
い
。
本
町
に
お
い
て
も

独
自
に
専
門
人
材
と
の
連
携

体
制
を
整
え
る
必
要
性
は
高

い
。
今
後
は
、
学
校
現
場
の

実
情
を
理
解
し
、
教
育
的
な

視
点
を
持
っ
て
支
援
に
当

た
っ
て
い
た
だ
け
る
人
材
の

確
保
や
、
実
際
に
役
立
つ
伴

走
型
支
援
が
で
き
る
体
制
整

備
に
向
け
て
、
具
体
的
に
整

理
検
討
を
進
め
る
。（
町
長
）

　
　
子
ど
も
や
学
校
が
直
面

す
る
課
題
は
多
様
化
複
雑
化

し
て
お
り
、
教
員
の
専
門
性

で
は
不
足
す
る
法
的
な
視
点

を
持
っ
た
対
応
も
必
要
と
な

る
。ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー（
以

下
Ｓ
Ｌ
）
は
、
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
の
実
現
、
教
職
員

の
負
担
軽
減
、
予
防
的
な
問

題
解
決
の
役
割
が
期
待
さ
れ

る
。
現
状
の
県
の
Ｓ
Ｌ
や
町

の
顧
問
弁
護
士
に
よ
る
支
援

は
相
談
へ
の
助
言
に
と
ど
ま

る
。
教
員
の
負
担
軽
減
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
改
善
な
ど

の
効
果
を
考
え
、
町
と
し
て

の
連
携
で
き
る
相
談
体
制
の

構
築
を
提
案
す
る
。

その他の質問
・基金のあり方について
・出生数の減少と子育て支援施設の定数について

Q

A

スクールロイヤー（ＳＬ）との連携体制を
体制整備の具体的検討を進める

佐藤　真二議員
さとう　  しんじ

Q

A

提案イメージ

令和７年９月定例会一般質問①

令和７年９月定例会一般質問②

定
例
会
総
括
　  

議
員
の
視
点
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　  委
員
会
報
告
　    

政
策
提
言
　     

一
般
質
問
　   

一
般
質
問
の
行
方      

傍
聴
の
仕
方
　    

尚
絅
大
学

定
例
会
総
括
　  

議
員
の
視
点
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　  委
員
会
報
告
　    

政
策
提
言
　     

一
般
質
問
　   

一
般
質
問
の
行
方      

傍
聴
の
仕
方
　    

尚
絅
大
学

▲エアコン購入費助成事業のチラシ

エアコン購入助成制度について

▲設置されたエアコン

高齢者へエアコン購入助成制度創設を提案

助成導入は調査研究し啓発も推進する

R8.4から高齢者エアコン購入費助成開始進捗状況

庁舎・中央公園の利便性向上と地域活性化について

▲中央公園に出店されているキッチンカー

町内事業者の活用による庁舎・中央公園の利便性向上と地域活性化のために
庁舎・公園へ町内事業者出店を提案

試行実施へ制度整備を前向きに検討

R8.7 から中央公園にてキッチンカー出店の実証実験を開始

過去の一般質問や委員会審査
で議員が行った町への提案が、
実際にどのように町政に反映
されているのかを追跡調査し
てお知らせします。

？？？あの質問の行方どうなった

質  問

答  弁

進捗状況

質  問

答  弁
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こ
そ
歴
史
景
観
整
備
を
実
行

す
べ
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で
あ
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、
後
で
は
条

件
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整
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実
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困
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井
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、
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を
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に
住
民
の
理
解
と
協
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を

得
な
が
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慎
重
に
対
応
し
、

今
後
の
進
め
方
を
判
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し
て

い
く
。
駅
周
辺
整
備
と
の
連

動
に
つ
い
て
も
、
現
時
点
で

は
具
体
的
整
備
実
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を
約
束

す
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も
の
で
は
な
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、
状
況

を
み
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が
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る
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な
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と
併
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を
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で
は
な
い
か
。
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は
地
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住
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と
の
対
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を
丁

寧
に
行
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、
将
来
像
を
共
有

す
る
こ
と
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ら
始
め
る
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
、
四
百
年

の
歴
史
と
技
術
を
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継

ぐ
、
世
界
か
ん
が
い
遺
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で

も
あ
る
上
井
手
や
塘
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筋
を

現
状
の
ま
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に
は
で
き
な

い
。
駅
周
辺
整
備
が
進
む
今
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機能維持を基本に慎重に対応、判断していく

Q

A
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・ 農工商併進の実現に向けた産業政策について
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学
校
現
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の
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を
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え
る
こ
と
は
大
変

重
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で
、Ｓ
Ｌ
と
連
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で
き

る
仕
組
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は
大
変
有
効
。
現
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の
制
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で
は
、
個
別
事
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へ
の
継
続
的
な
関
与
や
実
践

的
な
助
言
を
受
け
る
こ
と
は

難
し
い
。
本
町
に
お
い
て
も

独
自
に
専
門
人
材
と
の
連
携

体
制
を
整
え
る
必
要
性
は
高

い
。
今
後
は
、
学
校
現
場
の

実
情
を
理
解
し
、
教
育
的
な

視
点
を
持
っ
て
支
援
に
当

た
っ
て
い
た
だ
け
る
人
材
の

確
保
や
、
実
際
に
役
立
つ
伴

走
型
支
援
が
で
き
る
体
制
整

備
に
向
け
て
、
具
体
的
に
整

理
検
討
を
進
め
る
。（
町
長
）

　
　
子
ど
も
や
学
校
が
直
面

す
る
課
題
は
多
様
化
複
雑
化

し
て
お
り
、
教
員
の
専
門
性

で
は
不
足
す
る
法
的
な
視
点

を
持
っ
た
対
応
も
必
要
と
な

る
。ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー（
以

下
Ｓ
Ｌ
）
は
、
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
の
実
現
、
教
職
員

の
負
担
軽
減
、
予
防
的
な
問

題
解
決
の
役
割
が
期
待
さ
れ

る
。
現
状
の
県
の
Ｓ
Ｌ
や
町

の
顧
問
弁
護
士
に
よ
る
支
援

は
相
談
へ
の
助
言
に
と
ど
ま

る
。
教
員
の
負
担
軽
減
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
改
善
な
ど

の
効
果
を
考
え
、
町
と
し
て

の
連
携
で
き
る
相
談
体
制
の

構
築
を
提
案
す
る
。

その他の質問
・基金のあり方について
・出生数の減少と子育て支援施設の定数について

Q

A

スクールロイヤー（ＳＬ）との連携体制を
体制整備の具体的検討を進める

佐藤　真二議員
さとう　  しんじ

Q
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令和７年９月定例会一般質問①
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会
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員
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員
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員
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策
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質
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絅
大
学
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絅
大
学

▲エアコン購入費助成事業のチラシ

エアコン購入助成制度について

▲設置されたエアコン

高齢者へエアコン購入助成制度創設を提案

助成導入は調査研究し啓発も推進する

R8.4から高齢者エアコン購入費助成開始進捗状況

庁舎・中央公園の利便性向上と地域活性化について

▲中央公園に出店されているキッチンカー

町内事業者の活用による庁舎・中央公園の利便性向上と地域活性化のために
庁舎・公園へ町内事業者出店を提案

試行実施へ制度整備を前向きに検討

R8.7 から中央公園にてキッチンカー出店の実証実験を開始

過去の一般質問や委員会審査
で議員が行った町への提案が、
実際にどのように町政に反映
されているのかを追跡調査し
てお知らせします。

？？？あの質問の行方どうなった

質  問

答  弁

進捗状況

質  問

答  弁
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尚絅大学生によるレポート若者の視点 3838
大津町議員との意見交換会を終えて

　5月27日（水）に尚絅大学現代文化学部４年生14名と大津町議会広報委員4人
とで現代文化学部の社会調査法実習の授業の場において意見交換、グループディ
スカッションを行いました。4年生の学生は、アルバイトなどの社会体験もある関
係で、いろいろと深く考えてくれました。以下学生の考えを抜粋し紹介します。

　今回の意見交換を通して、議会の役割や地域づくりについて理解を深めることができまし
た。特に、住民に情報を届ける工夫や、働く場所を確保することの重要性について学ぶこと
ができ、大変有意義な経験となりました。

グループ
１

グループ
2

グループ
3

グループ
4

打出  澪、大川  一葉、草野  亜衣、松川  亜凜

岩元  美玲、大家  由起子、城  朱里

上杉  麻琴、上田  心結、坂本  ひなの

森永  りん、王  軼穎、川崎  萌絵、髙木  珠蓮

対面でお話してみて私たち学生の質問に真摯に答えてくださりとてもお話しやすかったです。特
に、議会のことをより身近に感じてもらえるように議会だよりの工夫を凝らし、SNSを積極的に活用したりする
など議会の見える化にも取り組んでいる点が印象に残りました。また、何をモチベーションにしているのかにつ
いては、「町の暮らしや状態を改善していくことで得られる達成感」とお答えいただき、大きな責任を伴う仕事
でも地域のために尽力する姿勢に深く感銘を受けました。最後に、議員は住民の代表として地域の声を町政に
反映する大切な役割を担っていることを改めて学びました。

「議会に対して何か不満を感じてもその声を届ける方法がわからない」という話題になった際は
「議員の多くは電話番号やメールアドレス、住所を公開しているから都合のよい方法で声を届けてほしい」と回
答され、私たちが議会に意思を伝える方法は選挙だけでないことを学びました。
　議会及び議員の活動の情報を発信する取り組みについて、議会だよりを手に取ってもらうための工夫や 
Instagram を活用していることを伺いました。表紙をシンプルにするために目次をなくしたという説明に対し「し
かし、これでは内容が全く分からないから関心を惹かない、特集記事などがあるのであれば内容に関する文字
の情報があった方がよいのでは」という意見を述べました。また、SNS の活用については「Instagram よりも 
X や YouTube の方が見やすい」と他の SNS 媒体の活用を提案しました。

議員や公務員は堅苦しいイメージがありますが、大津町議員の方々と話してみると気さくでよく
笑っていて優しい目をもつ方ばかりでした。多くの方が家庭を持ち、お子さんを育てるために二足の草鞋を履く
方（議員＋もう一つの職）もいることを知りました。地方自治について、議員としての働き方について、広報誌
やSNSでの広報活動について、お互いに意見を出し合い学び合う貴重な時間でした。遠い存在に感じていた議
員の方も、笑うし疲れるし怒るし家族もいるし、私たちとなんら変りのない住民であることを感じました。大学
の授業に限らず、議員の方と関われる機会がもっとあればいいなと思います。

私たちのグループで聞いた質問のうち「大津町の人口が増えている理由は、町の施策があった
からですか」の回答として、「働く場所を作ることが大事であり、大津町には工場などの働く場所が多いことが
理由の一つである」と教えていただきました。人口増加というと子育て支援や住宅整備などの施策をイメージし
ていましたが、まずは雇用を生み出し、人が働ける環境を整えることが重要であることを知りました。また、働
く場所が増えることで人が集まり、地域全体の活性化につながることを学びました。
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の
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尚
絅
大
学

― だれでも参加できる｢傍聴｣のご案内 ―

あなたの声が
まちをつくる
大切な力に
なります

町の未来を決める大切な話し合いが
行われている｢議会」は
どなたでもご覧いただけます。
「ちょっと気になる｣その気持ちで、
ぜひ気軽にお越しください。

はじめてでも大丈夫です

傍聴券を受け取り、傍聴席へ

気持ちよくご覧いただくために

※満席の場合は、ロビーで中継を
　ご覧いただけます

傍聴の際のお願い

議場では静かにご観覧ください

携帯電話は音が出ない設定にお願いします

飲食はご遠慮ください

拍手や発言はできません

写真・録音は許可が必要です

小さなお子さまもご一緒に
傍聴できます

映り込みについて
謙会は、
中継・録画配信されています。
カメラの位置により、傍聴席の方が
映る場合があります。
あらかじめご了承ください。

予約不要・先着順です

町の取り組みを
知りたい

議員の活動を
見てみたい

子どもや家族の
学びの機会に

将来のまちづくりに
関心がある

こんな方におすすめ
受付でお名前などを
ご記入ください

2

1

3

議会をのぞいて
みませんか？

傍聴席入口

あなたの一歩が、まちを動かします

傍聴受付

アンケート

親子室

傍聴券
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尚絅大学生によるレポート若者の視点 3838
大津町議員との意見交換会を終えて

　5月27日（水）に尚絅大学現代文化学部４年生14名と大津町議会広報委員4人
とで現代文化学部の社会調査法実習の授業の場において意見交換、グループディ
スカッションを行いました。4年生の学生は、アルバイトなどの社会体験もある関
係で、いろいろと深く考えてくれました。以下学生の考えを抜粋し紹介します。

　今回の意見交換を通して、議会の役割や地域づくりについて理解を深めることができまし
た。特に、住民に情報を届ける工夫や、働く場所を確保することの重要性について学ぶこと
ができ、大変有意義な経験となりました。

グループ
１

グループ
2

グループ
3

グループ
4

打出  澪、大川  一葉、草野  亜衣、松川  亜凜

岩元  美玲、大家  由起子、城  朱里

上杉  麻琴、上田  心結、坂本  ひなの

森永  りん、王  軼穎、川崎  萌絵、髙木  珠蓮

対面でお話してみて私たち学生の質問に真摯に答えてくださりとてもお話しやすかったです。特
に、議会のことをより身近に感じてもらえるように議会だよりの工夫を凝らし、SNSを積極的に活用したりする
など議会の見える化にも取り組んでいる点が印象に残りました。また、何をモチベーションにしているのかにつ
いては、「町の暮らしや状態を改善していくことで得られる達成感」とお答えいただき、大きな責任を伴う仕事
でも地域のために尽力する姿勢に深く感銘を受けました。最後に、議員は住民の代表として地域の声を町政に
反映する大切な役割を担っていることを改めて学びました。

「議会に対して何か不満を感じてもその声を届ける方法がわからない」という話題になった際は
「議員の多くは電話番号やメールアドレス、住所を公開しているから都合のよい方法で声を届けてほしい」と回
答され、私たちが議会に意思を伝える方法は選挙だけでないことを学びました。
　議会及び議員の活動の情報を発信する取り組みについて、議会だよりを手に取ってもらうための工夫や 
Instagram を活用していることを伺いました。表紙をシンプルにするために目次をなくしたという説明に対し「し
かし、これでは内容が全く分からないから関心を惹かない、特集記事などがあるのであれば内容に関する文字
の情報があった方がよいのでは」という意見を述べました。また、SNS の活用については「Instagram よりも 
X や YouTube の方が見やすい」と他の SNS 媒体の活用を提案しました。

議員や公務員は堅苦しいイメージがありますが、大津町議員の方々と話してみると気さくでよく
笑っていて優しい目をもつ方ばかりでした。多くの方が家庭を持ち、お子さんを育てるために二足の草鞋を履く
方（議員＋もう一つの職）もいることを知りました。地方自治について、議員としての働き方について、広報誌
やSNSでの広報活動について、お互いに意見を出し合い学び合う貴重な時間でした。遠い存在に感じていた議
員の方も、笑うし疲れるし怒るし家族もいるし、私たちとなんら変りのない住民であることを感じました。大学
の授業に限らず、議員の方と関われる機会がもっとあればいいなと思います。

私たちのグループで聞いた質問のうち「大津町の人口が増えている理由は、町の施策があった
からですか」の回答として、「働く場所を作ることが大事であり、大津町には工場などの働く場所が多いことが
理由の一つである」と教えていただきました。人口増加というと子育て支援や住宅整備などの施策をイメージし
ていましたが、まずは雇用を生み出し、人が働ける環境を整えることが重要であることを知りました。また、働
く場所が増えることで人が集まり、地域全体の活性化につながることを学びました。
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― だれでも参加できる｢傍聴｣のご案内 ―

あなたの声が
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なります
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行われている｢議会」は
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ぜひ気軽にお越しください。

はじめてでも大丈夫です

傍聴券を受け取り、傍聴席へ
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　傍聴を終え、町の防災の取り組みについて正直なところ、町全体としての危機
感がまだ十分ではないと感じました。熊本地震、人吉豪雨、線状降水帯による
豪雨など、九州では災害がいつ発生してもおかしくない中、私は「過去の災害と
同じ失敗を繰り返してはならない」と強く思っています。平時にできる準備こそ
迅速に進めていくべきではないでしょうか。
　災害分野における先進技術の導入や災害DⅩの推進、平時からの教育・訓練
についても質問があった通り「ＡＡＲサイクル」という新しい視点で進めてほしい
と考えます。町内にはドローンだけでも様々な知識
経験をもつ事業者がおり、町全体で平時から備える
体制をつくることが可能です。地域の力を結集し、
災害に強い町をともに目指してほしいと思います。
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今月の定例会は

6月
12月

9月

3月

本会議動画
配信中

議会だよりが
読める HP
議会だよりが
読める HP

議 会 を 　 　 の 生 の 声観 て
6月定例会の傍聴者数のべ77人、ライブ配信再生回数1,024回  録画配信再生回数331回 (8/19時点)  

町の防災減災 DXの進化に期待します

議場って、こんなに面白いところだったのか

川田原　靖さん
（美咲野）

かわ た はら　　 やすし

江本　仁さん
え  もと     じん

令和8年9月1日  第116号  発行／熊本県菊池郡大津町議会
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〒869-1292　熊本県菊池郡大津町大津1233   ☎（096）293-8989

編 集 後 記
次回定例会は

9月2日(水)開催予定
（日 程 は変 更になる場 合 が あります）
日程　9月2日（水）～18日（金）（予定）
会場　庁舎　４階　議場

議会広報編集特別委員会
編　　   集：(委員長）大村 裕一郎  （副委員長）清原 さおり
 　 （委　員）三宮 美香/村山 龍一/中山 直之
発行責任者：(議　長）坂本 典光

　令和8年熊本地震、犠牲となられた方々に哀悼の

意を表しますとともに被災された皆さまにお見舞いを

申し上げます。

　大津町でも地震により大きな影響がございました。

　広報委員会としては地震からの復旧はもとより住

民の皆さまの生活を第一に、今後もより一層適切な

情報発信に努めて参ります。　　　 （大村裕一郎） 

　正直、議会なんて退屈そうだと思ってたんですが、傍聴してみたら、とても面
白かった！
　町長や議員が、私たちの暮らしに直結することを、真剣にやり取りしている。
文化・スポーツの支援制度についても質問が出て、「なぜ今ないのか」「どうすれ
ば作れるのか」という議論が目の前で熱いバトルが展開されました。
　答弁を聞きながら、「あ、こういう壁があるんだ」「ほほう！そういう考え方なんだ」
と、広報やニュースでは絶対に見れない白熱した内容！
　予約不要で入れます。ぜひ一度、生の議会を体験してみてはどうでしょうか？

8月5日開催 ジュニアリーダー夢議会
（広報おおづ9月号にも掲載）

8月5日開催 ジュニアリーダー夢議会
（広報おおづ9月号にも掲載）


